
1
9
5
2
年
の
設
立
か
ら
約
70
年
に

わ
た
り
幅
広
く
事
業
を
展
開
し
て
き
た

J
パ
ワ
ー
に
と
っ
て
、水
力
発
電
は
同
社

の
ル
ー
ツ
と
も
い
え
る
存
在
。戦
後
復
興

期
の
旺
盛
な
電
力
需
要
に
応
え
る
重
要

な
役
割
を
担
い
、56
年
に
同
社
初
期
の
水

力
発
電
事
業
と
な
る
佐
久
間
発
電
所

（
静
岡
県
）が
運
転
を
開
始
し
て
い
る
。以

来
、大
規
模
な
水
力
発
電
所
や
ダ
ム
の
建

設・運
転・保
守
を
行
い
、現
在
、全
国
60

カ
所
に
水
力
発
電
設
備
を
有
し
、国
内
第

2
位
と
な
る
合
計
8
5
6
万
㌔
㍗
の
設

備
出
力
を
誇
っ
て
い
る
。

ま
た
、水
力
発
電
は
同
社
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
で
最
も
割
合
が
高
く
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け

取
り
組
み
を
加
速
し
て
い
る
同
社
に
と
っ

て
極
め
て
重
要
な
電
源
。し
か
も
、素
早

い
起
動
や
柔
軟
な
出
力
調
整
が
可
能
で
、

気
象
条
件
に
よ
り
出
力
が
変
動
し
や
す

い
他
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

拡
大
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
点
も
注

目
さ
れ
る
。「
こ
の
た
め
、さ
ら
な
る

C
O
2
フ
リ
ー
電
源
の
拡
大
に
向
け
、当

社
の
水
力
発
電
所
で
は
最
新
の
技
術
を

生
か
し
た
水
車
や
発
電
機
に
よ
る
リ
パ

ワ
リ
ン
グ
を
推
進
し
て
お
り
、25
年
度
の

水
力
発
電
電
力
量
を
17
年
度
比
で
3

億
㌔
㍗
時
ま
で
増
や
す
こ
と
を
目
標
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
」。そ
う
紹
介
す
る

の
は
、同
社
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
本

部
水
力
発
電
部
の
林
義
一
郎
総
括
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
だ
。

そ
こ
で
、同
社
が
水
力
発
電
事
業
で

年
4
月
か
ら
2
号
機
の
リ
パ
ワ
リ
ン
グ

を
開
始
し
て
21
年
の
2
月
に
運
転
を
開

始
。現
在
は
1
号
機
の
リ
パ
ワ
リ
ン
グ
を

進
め
て
お
り
、2
機
合
わ
せ
て
現
在
の

4
万
㌔
㍗
か
ら
4
万
2
3
0
0
㌔
㍗
に

増
出
力
さ
れ
る
予
定
で
す
」（
同
）。

具
体
的
に
は
、水
車
や
発
電
機
な
ど

の
主
要
設
備
を
一
括
で
更
新
。そ
れ
に

よ
り
、設
備
信
頼
度
の
向
上
と
合
理

化
、省
力
化
を
図
る
と
と
も
に
、最
新

設
計
を
適
用
し
た
高
効
率
の
水
車
や
発

電
機
の
導
入
に
よ
り
、使
用
す
る
水
量
・

落
差
を
変
え
る
こ
と
な
く
増
出
力
が
図

ら
れ
て
い
る
。

「
さ
ら
に
、発
電
所
で
は
水
車
を
は
じ
め

機
械
の
さ
ま
ざ
ま
な
部
分
に
油
圧
装
置

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、今
回
の
リ
パ
ワ

リ
ン
グ
を
利
用
し
て
、可
能
な
と
こ
ろ
で

油
圧
か
ら
電
動
に
変
更
し
環
境
に
も
配

慮
し
ま
し
た
」と
林
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
強

調
す
る
。た
と
え
ば
、水
車
へ
の
流
入
水

量
を
調
整
す
る
ガ
イ
ド
ベ
ー
ン（
案
内

羽
根
）や
、水
車
へ
の
水
流
を
止
水
・
通

水
す
る
入
口
弁
な
ど
の
操
作
が
電
動
に

更
新
さ
れ
て
お
り
、発
電
所
で
使
用
す

る
油
の
量
を
減
ら
す
こ
と
で
、河
川
へ
の

油
流
出
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
て
い
る
。

ま
た
、足
寄
発
電
所
の
場
合
、ダ
ム
か

ら
1
条
の
圧
力
ト
ン
ネ
ル
で
水
を
導
き

1
号
機
と
2
号
機
に
分
岐
し
て
い
る
た

め
、片
方
の
発
電
機
で
の
更
新
工
事
の

際
、も
う
片
方
の
発
電
機
の
発
電
へ
影
響

近
年
注
力
し
て
い
る
の
が
、小
水
力
発
電

所
の
新
規
開
発
と
高
経
年
化
し
た
既
存

発
電
所
の
リ
パ
ワ
リ
ン
グ
だ
。林
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
に
よ
れ
ば
、「
中
小
水
力
発
電
所

の
新
規
開
発
に
つ
い
て
は
、日
本
全
国
に

現
在
の
当
社
の
国
内
設
備
容
量
と
同
等

の
開
発
余
地
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す（
※
1
）」と
の
こ
と
で
、純
国
産
資

源
の
水
資
源
を
最
大
限
活
用
す
る
た

め
、経
済
性
や
地
元
と
の
合
意
形
成
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
接
続
な
ど
を
考
慮

し
な
が
ら
開
発
を
推
進
し
て
い
る
。

そ
し
て
も
う
一
つ
、J
パ
ワ
ー
が
水
力

発
電
で
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
リ
パ
ワ

リ
ン
グ
だ
。高
経
年
化
し
た
既
存
の
発
電

所
で
は
、出
力
や
発
電
電
力
量
の
増
加
、

さ
ら
に
信
頼
性
や
発
電
効
率
の
向
上
を

図
る
た
め
設
備
の
更
新
が
必
要
と
な
っ

て
き
て
い
る
。「
そ
こ
で
、部
分
最
適
と
い

う
こ
と
で
一
部
を
更
新
す
る
よ
り
、従
来

の
主
要
設
備
に
一
括
し
て
最
新
技
術
を

適
用
し
て
更
新
し
、全
体
最
適
を
図
る

ほ
う
が
よ
り
効
果
的
と
い
う
こ
と
で
、全

国
で
リ
パ
ワ
リ
ン
グ
の
取
り
組
み
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
」（
林
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）。

近
年
で
は
、09
年
度
に
リ
パ
ワ
リ
ン
グ

工
事
が
完
了
し
た
糠
平
発
電
所（
北
海

道
）、12
年
度
完
了
の
田
子
倉
発
電
所

（
福
島
県
）、16
年
度
と
18
年
度
に
完
了

し
た
秋
葉
第
二
発
電
所（
静
岡
県
）、秋

葉
第
一
発
電
所（
同
）な
ど
が
あ
り
、い

ず
れ
も
増
出
力
を
実
現（
表
組
参
照
）。

現
在
、22
年
度
の
工
事
完
了
を
目
指
し

て
リ
パ
ワ
リ
ン
グ
を
進
め
て
い
る
の
が

足
寄
発
電
所（
北
海
道
）で
あ
る
。

55
年
に
運
転
を
開
始
し
た
足
寄
発
電

所
は
、十
勝
川
水
系
の
中
流
に
位
置
し
、

堤
頂
長
1
8
5
㍍
、高
さ
34
㍍
の
活
込

ダ
ム
か
ら
約
5・2
㌔
㍍
の
圧
力
ト
ン
ネ

ル
で
水
を
導
き
、84・39
㍍
の
有
効
落
差

で
最
大
出
力
4
万
㌔
㍗（
リ
パ
ワ
リ
ン
グ

前
）の
発
電
を
行
っ
て
い
る
。「
足
寄
発
電

所
に
は
1
号
機
と
2
号
機
が
あ
り
、19

が
出
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

「
こ
の
た
め
、最
初
の
2
号
機
を
リ
パ
ワ

リ
ン
グ
す
る
と
き
に
閉
止
ぶ
た
を
作
っ

て
対
応
し
、1
号
機
で
発
電
を
し
な
が

ら
、2
号
機
で
の
工
事
を
可
能
と
し
ま

し
た
」と
の
こ
と
で
、さ
ま
ざ
ま
な
工
夫

に
よ
っ
て
工
事
が
遂
行
さ
れ
て
い
る
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
重
要
性
が

増
す
中
、J
パ
ワ
ー
で
は
将
来
に
向
け
た

取
り
組
み
も
強
化
し
て
い
る
。そ
の
一
つ

が
自
社
開
発
に
よ
る
新
型
水
車
の
導
入

で
、21
年
9
月
に
は
こ
れ
ま
で
培
っ
た
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
技
術
を
応
用
し
、同
社

独
自
の
水
車
ラ
ン
ナ
翼
形
状
設
計
技
術

を
開
発
し
た
と
発
表
し
た
。こ
れ
は
、流

体
技
術
を
用
い
て
水
車
内
部
の
損
失
発

生
の
原
因
と
改
善
を
追
求
す
る
こ
と
で
、

複
雑
な
翼
形
状
を
最
適
化
し
た
も
の
。自

社
設
計
と
す
る
こ
と
で
従
来
の
メ
ー

カ
ー
設
計
に
比
べ
技
術
的
に
よ
り
先
進

的
に
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、高
い
発

電
効
率
が
得
ら
れ
た
。

J
パ
ワ
ー
で
は
、こ
う
し
た
先
進
技
術

も
開
発・導
入
し
な
が
ら
、新
規
建
設
や

リ
パ
ワ
リ
ン
グ
を
推
進
し
て
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
を
積
極
的
に
展

開
。2
0
5
0
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
に
向
け
て
同
社
の
挑
戦
は
続
く
。

　
J
パ
ワ
ー（
電
源
開
発
）は
、2
0
5
0
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向

け
、「
J
‐
P
O
W
E
R〝
B
L
U
E
M
I
S
S
I
O
N
2
0
5
0
〞」を
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲

げ
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
拡
大
を
進
め
て
い
る
。そ
こ
で
今
回
は
、同
社
が
設

立
以
来
推
進
し
て
き
た
水
力
発
電
事
業
で
近
年
展
開
さ
れ
て
い
る
、リ
パ
ワ
リ
ン
グ

（
主
要
設
備
の一
括
更
新
）に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
紹
介
す
る
。

戦
後
の
電
力
需
要
に
応
え

水
力
で
国
内
第
２
位
の
出
力

リ
パ
ワ
リ
ン
グ
で
増
出
力
へ

更
新
が
進
む
足
寄
発
電
所

環
境
に
も
配
慮
し
な
が
ら

先
進
技
術
を
開
発
・
導
入

　Ｊパワーは、2050年のカーボンニュートラルと水
素社会実現に向けた取り組みを加速するため、
2021年2月に「J-POWER “BLUE MISSION 2050”」
を公表。そのマイルストーンとして、2030年にCO2
排出40%削減（※2）を目指していく。
　目標達成に向け、再生可能エネルギー等の
CO2フリー電源の拡大や、グループによる電源
ネットワーク増強への貢献、石炭火力発電のCO2
フリー水素による発電への置換などを推進。再生
可能エネルギー拡大を加速させるとともに、すで
に保有する経営資源の高付加価値なものに再構
築するなどのアップ
サイクルも進め、グ
ローバルな成長を
続けていくビジョン
を掲げている。

Ｊパワーについて詳しくはホームページで 

▲

https://www.jpower.co.jp/

足寄発電所２号機の水車ランナ据え付け（2020年10月）
※1 出典：環境省HP

※2  2017－2019年度3カ年平均実績比

自社開発の新型水車の流体設計例

日本有数の規模を誇る田子倉ダム及び同発電所（福島県）2022年度のリパワリング完了を目指す足寄発電所

2050年カーボンニュートラルを目指す

リパワリングで水力増強
先進の水車や発電機を導入
リパワリングで水力増強

先進の水車や発電機を導入
リパワリングで水力増強

先進の水車や発電機を導入
リパワリングで水力増強

先進の水車や発電機を導入

Jパワー
（電源開発）

あ
し
ょ
ろ

ぬ
か
び
ら

あ
き
は

た
ご
く
ら

か
っ
こ
み

糠平発電所 北海道 2009年度

田子倉発電所 福島県 2012年度

秋葉第二発電所 静岡県 2016年度

秋葉第一発電所 静岡県 2018年度

足寄発電所 北海道 2022年度（予定）

尾上郷発電所 岐阜県 2023年度（予定）

長山発電所 高知県 2025年度（予定）

 発電所名 所在地 リパワリング工事完了年度 増出力

Jパワーの水力発電所リパワリング実績

4.2万kW→4.4万kW

38万kW→40万kW

3.49万kW→3.53万kW

4.53万kW→4.72万kW

4万kW→4.23万kW

2万kW→2.13万kW

3.7万kW→3.95万kW


